
学校番号 214 

令和２年度 地理歴史科 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新選 世界史Ｂ」 （東京書籍） 

副教材等 最新世界史図説タペストリー（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・時間的な縦軸と空間的な横軸を意識する 

・歴史的事象への問題意識に常持つ。 

・現代社会との関わりを意識する。 

２ 学習の到達目標 

・歴史的に物事を考察する思考方法をやしなう。 

・現代の諸課題を歴史と結び付け歴史的観点から考察することができる。 

・将来への諸問題や個人の生き方を歴史的な視点から見通す力をやしなう。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:思考・判断・表

現 

c:資料活用の技

能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古代から近世に

至る世界の歴史

に対する関心と

課題意識を高め、

意欲的に追究す

るとともに、国際

化社会に生きる

時代の人間とし

ての自覚を持つ。 

現代、近未来の諸

課題を歴史的観点

から考察したうえ

で、課題への解決

法を的確に判断

し、それを的確に

表現している。 

世界の歴史に関

する諸資料を収

集し、有用な情報

を選択して、読み

取ったり図表な

どにまとめたり

している。 

世界史について

の基本的な事柄

を理解し、その際

地理的な知識や

日本史と関連付

けながら理解し、

その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

〔主題学習〕 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

振り返りシート 

〔主題学習〕 

レポート 

〔主題学習〕 

内容のまとまり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定に

まとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

※「主題学習」とは主題を設定して行う学習活動で、適切な時間を確保して行う。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

西
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成 

・地球と人類のはじ

まり 

・オリエント文明の

形成 

 

○  

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

a オリエント各地に形成された諸文明の特

質と、各文明間の交流について関心を高

め、意欲的に追究しようとしている。 

Bオリエント諸文明の特質を見いだし、多面

的・多角的に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

ｃ必要な諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

D オリエント諸文明の特質について理解

し、その知識を身に付けている。 

ワークシート 

ギ
リ
シ
ア
・ロ
ー
マ
世
界 

・ヨーロッパ文明の

始まり 

・ギリシア・ローマ文

明の特質 

・ローマ帝国と地中

海世界 

〇 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

Aギリシア・ローマ文明の特質と、現代ヨー

ロッパへの影響について関心を高め、意

欲的に追究しようとしている。 

Bギリシア・ローマの特質を見いだし、多面

的・多角的に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

ｃ必要な諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

Dギリシア・ローマ文明の特質について理解

し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

南
・東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成 

・中国古典文明の

始まり 

・中国古典文明の

特質 

・東アジア世界への

影響 

・古代インド文明 

・ヒンドゥー社会 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

A中国古典文明の特質と、東アジア世界への

影響について関心を高め、意欲的に追究

しようとしている。 

B中国古典文明の特質を見いだし、多面的・

多角的に考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

C必要な諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

D中国古典文明の特質について理解し、その

知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 



 

東
ア
ジ
ア
・内
陸
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成 

・中華帝国の形成 

・中華帝国と東アジ

ア 

・中国三国時代か

ら唐時代へ 

・律令制度の成立 

・日本との関わりと

それへの影響 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

○ 

 

〇 

 

A秦漢時代から唐時代の特質と、日本への影

響について関心を高め、意欲的に追究し

ようとしている。 

B 秦漢時代から唐時代までの特質を見いだ

し、多面的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

C必要な諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

D 秦漢時代から唐時代までの特質について

理解し、その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

２
学
期 

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
形
成
と
拡
大 

 

・イスラム国家の成

立 

・イスラム教の成立 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

○ 

Aイスラム世界形成・発展期の特質に関心を

高め、意欲的に追究しようとしている。 

Bイスラム世界形成・発展期の特質を見いだ

し、多面的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

C必要な諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

Dイスラム世界形成・発展期の特質について

理解し、その知識を身に付けている。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
変
動 

 

・ビザンツ帝国と東

ヨーロッパ世界 

・西ヨーロッパ世界

成立 

・ヨーロッパ世界の

変動 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

〇 

 

 

○ 

 

〇 

Aヨーロッパ世界の成立、カトリック教会発

展期の特質に関心を高め、意欲的に追究

しようとしている。 

Bヨーロッパ世界の成立、カトリック教会発

展期の特質を見いだし、多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適切に表現し

ている。 

C必要な諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

Dヨーロッパ世界の成立、カトリック教会発

展期の特質について理解し、その知識を

身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内

容（小単元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観

点）について○を付けている。 

 

３
学
期 

内
陸
内
ア
ジ
ア
世
界
と
諸
地
域 

・北方民族宋 

・モンゴル帝国の興

亡 

・明と清の繁栄 

・東アジア諸国の発

展 

・東南アジアの大航

海時代 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

〇 

 

 

○ 

 

 

○ 

〇 

○ 

A宋・元・明時代と東アジア諸民族の特質に

関心を高め、意欲的に追究しようとして

いる。 

B宋・元・明時代と東アジア諸民族の特質を

見いだし、多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現している。 

C必要な諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

D宋・元・明時代と東アジア諸民族の特質に

ついて理解し、その知識を身に付けてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
大
西
洋
世
界 

・大航海時代 

・ルネサンス 

・宗教改革 

・主権国家の成立 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

〇 

 

〇 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

A近代中ヨーロッパの始まり関心を高め、意

欲的に追究しようとしている。 

B各々の現象を多面的・多角的に考察し、ま

たそれらの現象の関係を適切に表現して

いる。 

C設定された時代に関する諸資料を収集し、

有用な情報を選択して、読み取ったり図

表にまとめたりしている。 

D大航海時代、ルネサンス、宗教改革に関す

る知識を身に付けている。 

 近代国家の始まりとしての主権国家の成

立についての知識を身に付けている。 

レポート 

振り返りシー

ト 


